
令 和令 和 55 年 度年 度

施政方針
　
５
期
目
の
町
政
運
営
を
担
う
波
多
野
町
長
が
、
6
月

の
芦
屋
町
議
会
定
例
会
で
「
町
政
に
対
す
る
思
い
」
と

「
令
和
５
年
度
の
主
要
な
施
策
」
か
ら
な
る
施
政
方
針
を

示
し
ま
し
た
。

　
施
政
方
針
と
は
、
町
長
が
芦
屋
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
方

向
性
に
関
し
て
、
実
施
し
よ
う
と
す
る
こ
と
や
考
え
方
を

述
べ
る
も
の
で
す
。

　
「
令
和
５
年
度
の
主
要
な
施
策
」
の
内
容
を
、「
人
を

育
み 

未
来
に
つ
な
ぐ 

あ
し
や
ま
ち
」
を
将
来
像
に
掲

げ
た
「
第
６
次
芦
屋
町
総
合
振
興
計
画
」
の
構
成
に
沿

っ
て
紹
介
し
ま
す
。

人
を
育
み 

未
来
に
つ
な
ぐ 

あ
し
や
ま
ち

 

期
目
の
町
政
運
営
を
担
わ
せ
て

い
た
だ
く
に
あ
た
り
、
私
に
課

せ
ら
れ
た
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
つ
つ
、

住
民
の
皆
さ
ん
の
付
託
に
応
え
る
べ
く
、「
協

働
と
共
創
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
ま
い
進
し
て

い
く
決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
今
回
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
は
、

1
暮
ら
し
満
足
度
ア
ッ
プ
戦
略

2
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
ア
ッ
プ
戦
略

3
教
育
力
ア
ッ
プ
戦
略

4
み
ん
な
で
創
る
ま
ち
づ
く
り
戦
略

5
産
業
の
活
性
化
戦
略

6
安
全
安
心
の
推
進
戦
略

7
次
世
代
に
つ
な
げ
る
環
境
戦
略

8
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
芦
屋
の
魅
力
推
進
戦
略

9�

芦
屋
釜
の
振
興
・
芦
屋
港
の
活
性
化
な

ど
の
推
進
戦
略

　
総
合
振
興
計
画
で
活
力
ア
ッ
プ
戦
略

の
芦
屋
ま
ち
づ
く
り
10
戦
略
を
掲
げ
て
お

り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
交
わ
し
た

約
束
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
十
分
協
議
を
行

っ
た
う
え
で
、
町
の
実
施
計
画
に
位
置
づ
け

推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、こ
れ
を
実
現
す
る
こ
と
で
「
現
在
、

そ
し
て
20
年
、
30
年
先
を
描
き
、
種
を
ま
く
」

た
め
に
、「
協
働
」
と
「
共
創
」
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
住
民
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
汗
を
か
き
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
知

恵
や
思
い
を
カ
タ
チ
に
す
る
、
そ
ん
な
「
人

財
」
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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子どもがのびのびと
育つまち
■子ども・子育て支援
　 　所得の制限なく、18 歳まで

の入院・通院費の無料化を継続
します。また、「小中学校・高
校生等通学費補助金」などによ
り、子育て世帯の経済的負担の
軽減を図ります。

　 　「出産祝金」などで子どもを
産むことに対して支援します。

■学校教育
　 　保護者の経済的負担を軽減す

るため、令和８年度まで町内小
中学校の給食費を半額にすると
ともに、小中学校の児童・生徒
のＩＣＴ教育を推進するため、
引き続き各小中学校にＩＣＴ支
援員を配置します。

　 　また、「第二次教育大綱」が
令和５年度で満了するため、次
期大綱の策定に取り組みます。

　 　施設整備では、芦屋東小学校
の建具・防水改修工事に着手す
るとともに、小中学校の体育館
照明のＬＥＤ化を順次進めます。

令和令和55年度年度のの主要な施策主要な施策

安全で安心して
暮らせるまち
■防災対策
　 　災害などで商用電源が断た

れた場合も、防災拠点である
役場庁舎と指定避難所である
中央公民館・総合体育館が一
定程度機能できるよう備蓄熱
源を拡充するための実施設計
を行います。

住民とともに進める
まちづくり
■人財育成・発掘
　 　意欲を持って活動する人材や

担い手を継続的に確保するた
め、関係団体や関係機関などと
の連携、相談や学習機会の提供
などに努めます。

■地域コミュニティ
　 　自治区活性化事業交付金によ

る自治区活動への財政的支援や
「自治区担当職員制度」を継続
します。

　 　また、協働のまちづくりを推
進するため、ＳＮＳやＫＢＣ「ｄ
ボタン広報誌」などさまざまな
情報媒体を活用し、欲しい人に
欲しい内容が届く情報発信に努
めます。

タブレット端末を使った ICT教育 インスタグラム（SNS）で情報発信

住民ワークショップ

中央公民館

芦屋町役場

総合体育館
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活力ある産業を育むまち

■農業
　 　農業水利施設の保全のため、農業用水門の整備工

事を行います。

■水産業
　�　優良な漁場再生の

ためのクロウニ駆除
や漂着物の処理に対
する支援を行います。

　 　また、「漁港機能保
全計画」の更新を行い、適正管理に努めます。

■商工業
　�　物価の高騰な

ど社会情勢の変
化を踏まえ、芦
屋町商工会が発
行する「にこに
こ商品券」のプレミアム率の拡充に対し支援を行
い、町内の既存店舗の利用促進や消費喚起を図り
ます。

　 　また、「特産品開発支援事業補助金」により、
地域資源を活用した特産品の開発に対して補助を
行います。

■観光
　 　魚見公園整備のための実施設計、芦屋海浜公園

第３駐車場トイレ改修工事などを行います。
　 　芦屋港の活性化は、芦屋港周辺の一体的なエリ

アマネジメントを担う観光ＤＭＯの設立に向け準
備を進めます。

令和令和55年度年度のの主要な施策主要な施策

いきいきと暮らせる笑顔のまち

■地域福祉
　 　民生委員・児童委

員や各区の区長、社
会福祉協議会をはじ
めとした関係機関・
団体とともに、住民
同士がつながり、互
いに助け合い、支え
合う地域づくりを進めます。

　 　また、「第２次地域福祉計画」が令和５年度で満
了するため、次期計画の策定に取り組みます。

■高齢者福祉
　 　自治区公民館体操

や地域交流サロン事
業 を 進 め る と と も
に、老人憩の家のあ
り方を検討します。

　 　また、「第８期高
齢者福祉計画」が令
和５年度で満了するため、次期計画の策定に取り
組みます。

■障がい者福祉
　 　自立した日常生活を支援するサービスの提供、

共生社会の実現のための啓発や合理的配慮を推進
します。

　 　また、「第３期障害者計画」が令和５年度で満了
するため、次期計画の策定に取り組みます。

■健康づくり
　 　特定健診やがん検診の受診率向上に努めるととも

に、保健指導などにより健康づくりに対する意識を高
める取り組みを行います。

　 　また、「第３期特定健診実施計画・第２期データ
ヘルス計画」が令和５年度で満了するため、次期
計画の策定に取り組みます。

芦屋海浜公園第３駐車場トイレ

柏原漁港

サロン事業での卓球バレー

あしや助けあい・支えあいの会
（庭木のせん定や草むしり）

芦屋町商工会のにこにこ商品券
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環境にやさしく、
快適なまち
■環境
　�　「環境基本計画」が令和５年

度で満了するため、次期計画の
策定に取り組みます。

■町営住宅
　�　緑ヶ丘団地９棟のエレベータ

ー設置工事や緑ヶ丘団地８棟の
外部改修・エレベーター設置の
ための実施設計を行います。

　 　また、「町営住宅長寿命化計
画」に基づき、管理戸数の縮減
に取り組みます。

■公共交通
　 　「地域公共交通計画」に基づ

き、バス路線や便数の維持確保
に努めるとともに、老朽化した
タウンバスの車両を購入します。

　 　また、タウンバス利用者の利
便性向上のため、バスの現在地
を把握し、最新の運行状況など
を確認できる「バスロケーショ
ンシステム」を導入します。

計画の実現に向けて

■ボートレース事業
　�　売り上げの好調を維持し、引

き続き一般会計へ繰出金を計上
します。なお、令和５年度は既
に開催されたＳＧボートレース
オールスターをはじめ、ＧⅠ周
年記念競走やＧⅠ九州地区選手
権競走を開催します。

■広域連携
　�　下水道事業の広域化に向けた

検討や連携中枢都市圏 18 市町
による特産品のプロモーション
事業などに取り組みます。

心豊かな人が育つまち

■生涯学習
　 　生涯学習講座「あしや塾」へ

の参加促進を図るとともに、中
央公民館を中核施設として、各
種社会教育事業を進めます。

　 　施設整備では、中央公民館ス
ロープ屋根設置工事、総合体育
館スロープ屋根など設置工事、
テニスコート駐車場整備工事や
テニスコートの人工芝化や照明
ＬＥＤ化のための実施設計を行
います。

■歴史・文化
　 　国指定重要文化財「芦屋霰

あられじ
地

真
しんなりがま

形釜」を令和６年度に収蔵展
示できるよう、施設の整備工事
を行います。

　 　また、新たな鋳
い も じ

物師の養成に
取り組むとともに、独立した鋳
物師への支援による芦屋釜の復
興推進や芦屋鋳物の産業化をめ
ざします。

芦屋タウンバス

緑ヶ丘団地

国指定重要文化財「芦屋霰地真形釜」

テニスコート
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ボートレース芦屋

北九州都市圏域連携中枢都市圏


